






































































系Ⅳ第 4 章教育方法論の体系第 4 節 ) と示していることに出会ったのもこの間のこと
であった。
4 ．教育管理職として　大学教員として
　その後、特別支援学校の副校長を 6 年、校長を 6 年経験させていただいた。その間、
所属校の教師一人一人が心身の健康を保ちながら、互いに高め合う学校となるよう、
様々に工夫し務めてきた。労働安全衛生への取組を地道に続けつつ、公開研究会への
挑戦や指導計画の作成システム開発、教材ライブラリーの作成など、教師の質が教育
を決めるという実感からの取り組みを重ねてきた。
　思いの先には、牧口先生の示した児童生徒が教師と協同した目標意識を自らもつ指
導の実現があり、そこにつながる「教育所感」の「創造性」に示される教師の「触発
力」の養成があった。そのような教育の実現や教師の輩出には、息の長い取り組みが
必要であり、粘り強く取り組む人材の流れが重要であると感じるに至っている。
　縁あって、教育学部の後輩を育てる立場となった。現在の教職課程でのかかわりの
充実を期しながら、卒業生をこの人材育成の流れに巻き込んでいく学びの場作りにか
かわって行きたいと考えている。
